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遠山潮徳の生涯と業績
森山 治＊
物であったとする後述の森永の記述がきっかけとなっ
ている．大正時代に多くの宗教系大学・専門学校が社
会事業教育に着手したように，日蓮宗大学は1920(大
正7）年には本科授業として感化救済，社会政策を設
置している．しかし，教育の担い手としては，非常勤
講師である北沢新次郎や生江孝之が社会問題・社会政
策・社会事業といった科目を受け持ち，専任として社
会事業教育を担う人物は明らかではない．日蓮宗大学
を母胎として発足した立正大学社会学科は，学生の多
くが宗門子弟であったことや，日蓮宗大学時代に設立
された社会問題研究会の影響もあり，当初は社会学理
論の研究よりは社会事業の実践と研究に比重がかけら
れていたといわれている．その様な環境のなかで遠山
は21歳の時に日蓮宗大学予修科へ入学し，アメリカに
おいての布教活動，大学・大学院での留学生活を送っ
たのち母校へ専任教員として迎えられた．森永は社会
事業教育を担う専任教員として遠山潮徳の名前をあげ
ているが，実際には遠山とはどの様な人物であったの
か（表1),森永のいうとおり社会事業教育の担い手と
して期待を持たれていたのかに注目しつつ，遠山への
追悼文，月刊宗報及び遠山が記述した文献の収集，整
理を中心に検討をおこなった（表2)．加えて先行研究
である森永の記述について批判的な視点を含めながら，
遠山潮徳の生涯と業績について新たに記すことが本論
文の目的である．
はじめに
本論文は昭和初期において立正大学で教鞭をとった
遠山潮徳(1891～1931)の生涯と業績について論じた
ものである．
遠山は1927(昭和2)年3月に6年にわたるアメリ
カでの布教活動・留学生生活を終え，4月から立正大
学として発足した母校へ，予科教授・学部講師・専門
部講師として就任し､1931年3月に扁桃腺炎のため急
死（享年39）するまでのわずか4年間といった短い在
職期間に教鞭をとった．従って大崎学報に掲載された
論文も2編にすぎず，遠山についてはその死後急速に
忘れられていった．後年，わずかに森永松信によって
書き記された文献からその存在をうかがい知るだけで，
今まで詳しい人物像については不明なことが多かった
l）
といえる．
今回，遠山を題材にした理由は，立正大学の社会事
業教育において遠山がその担い手として期待された人
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轟濃 1．森永松信による遠山潮徳像（先行研究の検討）
遠山についての記述は大学史等を調べてみても，森
永による記述以外は見当たるものがない．森永が記述
した社会学科小史では遠山を次のように紹介している．
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